






〈序〉 

川崎病の患者数はすでに60,000例をこえ,約20%に冠動脈瘤があり,死亡率は0.3%と報告さ

れている 1。川崎病について臨床的ならびに病理学的に多数の業績があるが,どのような症

例が死亡する可能性があるかは現在なお重要な問題として残されている。近年,川崎病陳旧

期死亡が多くなっているが,我々は,冠動脈瘤の大きさが川崎病の長期予後決定因子となる

か否かを臨床病理学的に検討したので報告する。 


